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藤
田
大
誠
著

『
近
代
国
学
の
研
究
』

遠

藤
　

潤

　

近
世
後
期
の
神
道
を
考
え
る
と
き
に
、
国
学
は
つ
ね
に
重
要
な
意

味
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
以
後
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
新
し
く
一
般
化
し
て
い
っ
た
諸
学
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
、
明
治
期
以
降
の
近
代
日
本
に
お
け
る
国
学
を
「
近
代
国

学
」
と
呼
び
、
そ
の
歴
史
的
な
あ
り
方
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
構
成
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　

序
章　
　

･

近
代
国
学
史
の
構
築
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　

―

本
研
究
の
課
題
と
視
角―

　

第
一
章　

近
代
日
本
国
家
黎
明
期
の
考
証
派
国
学
者

　
　
　
　
　
　

―

横
山
由
清
の
学
問
・
教
育
と
そ
の
官
歴―

　

第
二
章　

明
治
初
年
の
国
家
祭
祀
形
成
と
国
学
者

　
　
　
　
　
　

―

神
祇
官
・
神
祇
省
の
考
証
作
業
を
中
心
に―

　

第
三
章　

･

明
治
初
年
に
お
け
る
神
社
行
政
と
国
学
者
の
考
証

　
　
　
　
　
　

―

教
部
省
考
証
課
の
営
み
を
通
し
て―

　

第
四
章　

･

明
治
期
の
祭
政
一
致
論
・
国
民
教
導
と
祭
教
学
分
離

　
　
　
　
　
　

―

主
斎
神
の
変
遷
と
皇
典
講
究
所
の
創
立―

　

第
五
章　

･

近
代
国
学
と
高
等
教
育
機
関

　
　
　
　
　
　

―
･

東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
の
設
置
と
展

開―

　

第
六
章　

･

近
代
皇
位
継
承
法
の
形
成
過
程
と
国
学
者

　
　
　
　
　
　

―

明
治
皇
室
典
範
第
一
章
成
立
の
前
提―

　

第
七
章　

･

近
代
に
お
け
る
国
学
の
展
開
と
神
道
学
の
成
立

　
　
　
　
　
　

―

国
学
の
細
分
化
過
程
と
学
問
の
再
編
成―

　

第
八
章　

･

大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
祭
政
一
致
観
の
相
克

　
　
　
　
　
　

―

八
神
殿
奉
斎
問
題
と
神
道
人
・
国
学
者―

　

終
章　
　

･

近
代
国
学
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　
　
　
　
　
　

―

国
学
の
継
続
と
変
容―

　

以
下
、
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
順
次
紹
介
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
の
周
到
な
整
理
と
と
も
に
、
著

者
の
問
題
関
心
の
所
在
が
示
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
近
代
国
学

は
、
一
部
の
先
行
研
究
を
の
ぞ
け
ば
、
近
世
や
幕
末
維
新
期
の
国
学

と
比
較
す
る
と
十
分
な
歴
史
的
・
学
問
的
意
義
を
も
っ
た
研
究
対
象

と
し
て
は
認
知
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
書
で
は
、
そ
の
近
代
国
学

を
歴
史
的
に
検
討
し
、「
纏
ま
っ
た
一
つ
の
「
近
代
国
学
像
」」
を
提

示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
、
と
い
う
。
著
者
は
、
近
代
国
学
に

独
自
の
意
味
を
認
め
て
き
た
数
少
な
い
先
駆
者
と
し
て
藤
井
貞
文
や
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阪
本
是
丸
を
あ
げ
、
と
り
わ
け
阪
本
に
よ
る
指
摘―

「
近
代
天
皇
制

国
家
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
支
え
た
思
想
や
歴
史
観
、
あ
る
い
は
そ

れ
を
制
度
的―

―

特
に
皇
室
制
度
、
神
社
制
度
、
つ
ま
り
は
国
体
の

制
度―

―

に
支
え
た
古
典
知
識
や
考
証
の
基
盤
に
近
世
以
来
の
国
学

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
考
証
学
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
も
っ
と
注
目
さ

れ
て
よ
い
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
近
代
国
学
の
役
割
と
限
界
に
つ

い
て
、
皇
室
制
度
や
神
社
制
度
の
形
成
、
国
家
祭
祀
や
「
祭
政
一

致
」
構
想
を
は
じ
め
と
す
る
、
日
本
の
「
国
体
」
と
の
関
わ
り
を
焦

点
と
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

　

近
代
国
学
を
正
面
か
ら
と
ら
え
る
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
、
著

者
は
国
学
の
学
統
の
多
様
性
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。

特
に
、
維
新
後
の
国
学
を
考
え
る
た
め
に
は
、
従
来
多
く
の
注
目
の

集
め
て
き
た
「
平
田
派
」
ば
か
り
で
な
く
、
福
羽
美
静
ら
「
津
和

野
派
」
や
門
脇
重
綾
ら
「
鳥
取
派
」、
浦
田
長
民
ら
度
会
府
関
係
者
、

さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
統
か
ら
な
る
「
考
証
派
」
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
。
な
か
で
も
著
者
が
注
目
す
る
の
は
「
考
証
派
」
の

木
村
正
辞
、
横
山
由
清
、
小
中
村
清
矩
、
黒
川
真
頼
ら
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
近
代
の
幕
開
け
に
お
い
て
は
、
東
京
の
大
学
校
の
教
官
で
あ

り
、
明
治
十
年
代
に
東
京
大
学
の
教
官
、
明
治
十
五
年
に
は
文
学
部

附
属
古
典
講
習
科
の
主
力
と
な
る
な
ど
、
平
田
派
が
主
流
と
さ
れ
る

国
学
観
か
ら
す
れ
ば
国
学
の
「
没
落
」
以
後
と
さ
れ
る
時
期
に
お
い

て
、
さ
か
ん
に
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
が
主
要
な
対
象
と

す
る
の
は
、
こ
の
「
考
証
派
」
で
あ
る
（
著
者
の
表
記
に
準
じ
て
、
以

下
括
弧
を
付
し
て
記
す
）。

　

第
一
章
で
は
、
横
山
由
清
（
一
八
二
六
～
七
九
）
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
導
入
部
分
で
著
者
は
、
国
学
者
を
検
討
す
る
に
は
学
統
か

ら
の
理
解
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
学
統
を
こ
え
た
交
友
関
係
が

い
っ
そ
う
重
要
だ
と
い
う
指
摘
を
す
る
。
こ
の
視
点
に
よ
る
な
ら
ば
、

木
村
正
辞
、
小
中
村
清
矩
、
横
山
由
清
の
三
人
の
つ
な
が
り
が
浮

か
び
上
が
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
三
人
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

十
二
月
以
降
、
和
学
講
談
所
を
も
っ
ぱ
ら
支
え
て
い
た
存
在
で
あ
っ

て
、
維
新
後
も
「
史
料
編
集
六
国
史
校
正
御
用
掛
」
を
端
緒
に
、
東

京
の
大
学
校
、
東
京
大
学
な
ど
で
密
接
な
関
係
を
保
ち
、
横
山
の
没

後
も
木
村
と
小
中
村
は
東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
、
皇
典

講
究
所
、
國
學
院
な
ど
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

「
考
証
派
」
国
学
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
近
世
国
学
か
ら
の

継
承
・
発
展
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
和
学
講
談

所
の
慶
応
二
年
の
時
点
に
明
治
期
「
考
証
派
」
国
学
の
出
発
点
が
認

め
ら
れ
る
と
い
う
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
国
学
を
越
え
た
質
を
も
つ
と
評
価
さ
れ
た
横

山
に
つ
い
て
、
著
者
は
横
山
の
著
作
「
國
學
の
説
」
な
ど
を
検
討
し
、

ま
た
「
考
証
派
」
国
学
の
交
友
関
係
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
営

み
を
「
国
学
史
」
の
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
だ
と
と

ら
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
学
校
や
太
政
官
制
度
局
、
司
法
省
明
法
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寮
、
左
院
、
元
老
院
で
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
国
語
辞
書

の
編
集
か
ら
法
制
に
わ
た
る
横
山
の
多
様
な
活
動
を
み
る
と
、
そ
の

「
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
」
は
国
学
だ
と
す
る
著
者
の
主
張
も
も
っ
と
も
だ

と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
神
祇
官
、
神
祇
省
の
中
堅
官
員
で
あ
っ
た
国
学
者

た
ち
の
考
証
作
業
の
あ
り
よ
う
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
中
心
的
に
扱

わ
れ
る
史
料
は
、
小
中
村
清
矩
（
一
八
二
一
～
九
五
）
の
職
務
日
誌
や

文
書
で
あ
る
。
神
祇
官
時
代
に
は
、
福
羽
美
静
の
下
命
に
よ
っ
て
、

木
村
と
小
中
村
は
、
皇
祖
神
を
祀
る
内
侍
所
の
考
証
で
あ
る
『
内
侍

所
叢
説
』
を
作
成
し
た
。
神
祇
省
時
代
に
は
、
政
府
に
よ
る
標
準
的

な
神
葬
祭
式
の
制
定
の
必
要
か
ら
、
そ
の
前
提
た
る
考
証
作
業
に
従

事
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
神
葬
祭
の
標
準
的
な
式
次
第
を
記
し

た
『
葬
祭
略
式
』
が
近
衛
忠
房
・
千
家
尊
福
の
連
名
で
明
治
五
年
に

刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
前
段
階
に
お
い
て
、
小
中
村
や
木
村
に
よ
る

考
証
作
業
が
行
わ
れ
て
い
こ
と
を
、
武
田
秀
章
に
よ
る
先
行
研
究
や

さ
ま
ざ
ま
な
一
次
史
料
に
依
拠
し
な
が
ら
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
中
央
・
地
方
の
祭
祀
の
体
系
を
定
め
た
「
四
時
祭
典

定
則
」「
地
方
祭
典
定
則
」
が
制
定
さ
れ
て
、
こ
れ
以
後
、
各
祭
祀

の
具
体
的
な
式
次
第
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
そ
の
前
提
た
る
さ
ま
ざ

ま
な
考
証
作
業
を
小
中
村
ら
が
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と

い
う
。
こ
の
考
証
の
成
果
が
、
ひ
い
て
は
近
衛
忠
房
・
千
家
尊
福
撰

の
『
祭
儀
』『
祭
式
』、
さ
ら
に
明
治
八
年
四
月
制
定
の
「
神
社
祭

式
」
へ
と
展
開
し
て
い
く
と
い
う
展
望
も
示
し
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
教
部
省
考
証
課
の
活
動
が
論
じ
ら
れ
る
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
明
治
四
年
七
月
に
神
祇
官
か
ら
改
組
さ
れ
た
神
祇
省
で
は
、

神
社
や
祭
祀
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
考
証
作
業
を
行
う
部
署
と
し
て
、

当
初
、
記
録
別
局
が
お
か
れ
、
同
年
九
月
に
こ
れ
が
諸
調
局
に
改
称

さ
れ
た
。
明
治
五
年
三
月
に
教
部
省
が
設
置
さ
れ
、
考
証
系
統
の
部

署
と
し
て
は
編
輯
課
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
が
同
年
七
月
に
考
証
課
と

改
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
知
る
た
め
に
著
者
が
注
目
し

た
の
は
、
編
輯
課
に
つ
い
て
は
『
社
寺
取
調
類
纂
』（
国
立
国
会
図
書

館
蔵
）
所
収
の
関
連
文
書
、
考
証
課
に
つ
い
て
は
小
中
村
清
矩
の
関

係
文
書
『
陽
春
蘆
蒐
集
録
』（
東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
蔵
）
所
収
の

諸
資
料
で
あ
る
。
後
者
か
ら
は
、
構
想
段
階
で
の
考
証
課
の
職
掌
の

内
容
や
神
社
調
査
・
考
証
の
実
際
の
あ
り
よ
う
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
明
治
九
年
十
二
月
に
完
成
し
た
『
特
選
神
名
牒
』
に
つ

い
て
も
、
そ
の
前
提
に
は
考
証
課
を
中
心
と
し
た
日
常
的
な
考
証
作

業
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、
八
神
殿
祭
祀
お
よ
び
祭
神
論
争
、
皇
典
講
究
所
の

設
置
過
程
な
ど
を
と
り
あ
げ
、「
祭
教
学
分
離
」
に
い
た
る
プ
ロ
セ

ス
を
大
き
な
展
望
の
も
と
で
考
察
し
て
い
る
。
幕
末
維
新
期
の
「
神

祇
官
再
興
」
の
諸
建
議
に
お
い
て
八
神
殿
（
神
産
日
神
、
高
御
産
日
神
、

玉
積
産
日
神
、
生
産
日
神
、
足
産
日
神
、
大
宮
賣
神
、
御
饌
津
神
、
事
代
主

神
）
の
奉
斎
は
必
須
の
要
件
だ
っ
た
。
他
方
、
神
祇
事
務
局
か
ら
神
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祇
官
特
立
の
時
期
に
、
八
神
殿
の
祭
祀
は
神
祇
伯
の
職
掌
か
ら
除
か

れ
る
な
ど
明
治
初
年
の
政
策
に
お
い
て
は
微
妙
な
位
置
に
あ
っ
た
。

宣
教
使
は
八
神
殿
を
再
興
し
、
そ
の
教
導
活
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

た
が
、
神
祇
官
の
中
枢
は
八
神
殿
の
建
設
に
消
極
的
で
あ
り
、
そ
の

後
、
明
治
五
年
に
神
祇
省
が
廃
止
さ
れ
て
教
部
省
が
設
立
さ
れ
る
と
、

八
神
殿
は
天
神
地
祇
と
と
も
に
宮
中
に
遷
さ
れ
、
や
が
て
両
者
は
合

祀
さ
れ
て
神
殿
と
称
さ
れ
て
、
八
神
殿
の
名
称
は
消
滅
し
た
。
八
神

殿
の
旧
殿
舎
は
大
教
院
に
移
築
さ
れ
て
、
そ
の
神
殿
と
さ
れ
た
。
た

だ
し
、
そ
こ
で
祀
ら
れ
た
の
は
天
御
中
主
神
、
高
皇
産
霊
神
、
神
皇

産
霊
、
天
照
大
神
の
四
柱
で
あ
っ
た
。
こ
の
祭
神
を
め
ぐ
っ
て
は
、

大
国
主
神
を
加
え
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
祭
神
論
争
が
生
じ
、
勅

許
に
よ
っ
て
大
国
主
神
を
明
示
的
に
は
加
え
な
い
こ
と
で
決
着
し

た
。
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
、「
宮
中
三
殿
」
の
神
殿
と
し
て
の
国
家

唯
一
の
中
央
神
殿
で
あ
る
こ
と
が
確
立
す
る
と
と
も
に
、
一
八
八
二

年
（
明
治
一
五
）「
祭
教
学
分
離
」（
祭
祀
、
宗
教
・
教
義
、
学
事
の
分
離
）

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
学
事
に
関
わ
る
機
関
と
し
て
皇
典
講
究
所
が
設

立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宗
教
に
つ
い
て
は
、
教
派
神
道
（
宗
派
神
道
）

の
一
派
特
立
が
多
数
お
こ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
、
東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
に
つ
い
て
設

立
か
ら
廃
止
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
、『
文
部
省
往
復
』（
東

京
大
学
史
史
料
室
蔵
）
お
よ
び
小
中
村
清
矩
関
係
資
料
（
東
京
大
学
附

属
総
合
図
書
館
蔵
）
な
ど
に
も
と
づ
き
考
察
し
て
い
る
。
著
者
に
よ

れ
ば
、
こ
の
古
典
講
習
科
の
設
立
に
は
構
想
段
階
か
ら
小
中
村
が
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
国
典
」
を
学
ぶ
こ

と
が
「
将
来
、
中
央
・
地
方
を
問
わ
ず
諸
官
庁
で
役
立
た
せ
る
べ
き

実
用
的
合
理
的
な
、
い
わ
ば
近
代
国
家
に
実
際
に
寄
与
す
る
学
問
」

と
さ
れ
て
お
り
、「
近
代
的
国
学
構
想
」
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
東

京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
は
、
明
治
十
五
年
五
月
に
設
置
さ

れ
た
が
、
や
が
て
漢
学
に
つ
い
て
の
拡
充
が
進
み
、
国
学
と
漢
学
が

そ
れ
ぞ
れ
「
一
課
」
と
な
る
体
制
に
な
っ
た
が
、
明
治
十
八
年
四
月

に
は
生
徒
募
集
の
停
止
が
決
定
し
、
帝
国
大
学
が
成
立
し
た
の
ち
に

は
、
そ
の
文
科
大
学
の
附
属
と
な
り
、
明
治
二
十
一
年
に
廃
止
と

な
っ
た
。
こ
の
間
の
具
体
的
な
経
緯
や
教
育
の
実
情
に
つ
い
て
著
者

は
、
右
に
か
か
げ
た
資
料
に
も
と
づ
き
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
六
章
で
は
、
近
代
皇
位
継
承
法
の
形
成
過
程
に
国
学
者
が
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

日
本
で
は
「
古
来
よ
り
「
男
系
」
の
範
囲
内
は
あ
り
な
が
ら
女
帝
と

し
て
十
代
八
方
が
即
位
さ
れ
て
い
た
」
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
代
の
新

旧
皇
室
典
範
で
は
「
男
系
男
子
」
に
限
定
さ
れ
た
規
定
に
な
っ
て
い

る
。
先
行
研
究
は
明
治
の
皇
室
典
範
の
制
定
過
程
に
お
い
て
井
上
毅

の
「
女
帝
廃
止
論
」
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し

て
き
た
が
、
著
者
は
そ
の
前
史
で
あ
る
元
老
院
に
お
け
る
調
査
・
編

纂
作
業
に
注
目
し
、
そ
こ
で
の
国
学
者
の
関
与
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
老
院
に
所
属
し
た
国
学
者
た
ち
は
皇
位
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継
承
法
調
査
に
活
躍
し
、
そ
の
成
果
は
明
治
十
年
か
ら
十
一
年
に
か

け
て
元
老
院
蔵
版
で
刊
行
さ
れ
た
『
纂
輯
御
系
図
』『
旧
典
類
纂　

皇
位
継
承
篇
』
に
結
実
し
た
。
ま
た
、
元
老
院
国
憲
按
の
草
案
段
階

で
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
国
学
者
横
山
由
清
に
つ
い
て
、
そ
の
女
帝

論
を
知
る
た
め
の
唯
一
の
資
料
「
継
嗣
考
」
を
著
者
は
発
見
し
、
内

容
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
男
系
男
子
」
を
原
則
と
し
つ
つ
、

「
男
系
男
子
」
が
尽
き
る
と
い
う
最
悪
の
場
合
ま
で
想
定
し
て
、「
女

統
（
女
系
）」
認
容
の
可
能
性
ま
で
を
慎
重
に
述
べ
る
も
の
だ
っ
た

と
い
う
。

　

第
七
章
で
は
、
磯
前
順
一
が
提
示
し
た
「
近
代
神
道
学
」
理
解
に

対
し
て
、
著
者
自
身
の
「
近
代
神
道
学
」
理
解
を
示
し
て
い
る
。
そ

の
特
徴
は
「
近
代
神
道
学
」
理
解
に
あ
た
っ
て
、
近
世
か
ら
近
代
へ

と
展
開
さ
せ
ら
れ
る
国
学
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
近
代
神
道
学
の
前
提
に
は
総
合
的
学
問
と
し
て
の

国
学
が
あ
り
、
と
り
わ
け
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
考
証
派
国
学
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
考
証
派
国
学
の

中
心
的
存
在
だ
っ
た
小
中
村
清
矩
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
国
学
理

解
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
、「
上
ツ

代
の
事
の
学
び
」
を
「
神
典
学
」
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
た

の
に
対
し
、
明
治
十
年
代
に
は
「
神
典
学
」
の
名
称
は
使
用
し
な

く
な
っ
た
。
明
治
二
十
年
代
に
は
近
代
国
学
の
科
目
を
「
歴
史
学
」

「
法
制
学
」「
言
詞
学
」
の
三
つ
に
整
理
し
て
い
る
が
、
小
中
村
は

「
神
典
学
」
の
内
容
そ
の
も
の
を
放
棄
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
三

分
科
の
う
ち
「
歴
史
学
」
の
冒
頭
に
「
神
典
学
」
の
内
容
を
「
宗
教

性
を
薄
め
た
上
で
」「
溶
け
込
ま
せ
」
た
の
だ
と
い
う
。
近
代
の
学

問
と
し
て
は
、
国
学
よ
り
も
細
分
化
さ
れ
た
「
国
語
学
」「
国
文
学
」

「
国
史
学
」
と
い
っ
た
学
問
が
成
立
す
る
が
、
著
者
が
こ
の
間
の
経

緯
に
つ
い
て
示
す
展
望
は
、
こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
国
学
の
も
っ

て
い
た
宗
教
性
は
封
印
さ
れ
る
が
、「
国
体
（
国
柄
）」
の
学
と
し
て

の
国
学
が
も
っ
て
い
た
根
幹
部
分
と
し
て
の
「
神
道
」「
祭
祀
」
へ

の
探
究
心
は
近
代
に
お
け
る
神
道
研
究
へ
と
継
承
・
発
展
さ
せ
ら
れ
、

哲
学
的
立
場
か
ら
の
研
究
者
が
倫
理
・
道
徳
的
性
質
や
宗
教
的
性
質

を
あ
ら
た
め
て
意
識
的
に
付
与
し
つ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
と
国
学

が
も
っ
て
い
た
総
合
的
性
格
を
再
度
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

第
八
章
で
は
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
八
神
殿
奉
斎

論
に
つ
い
て
論
じ
る
。
八
神
殿
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
四
章
に
お
い

て
、
明
治
初
年
か
ら
教
部
省
が
成
立
し
た
の
ち
に
そ
の
名
称
が
消
滅

す
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
後
の

八
神
殿
奉
斎
問
題
に
つ
い
て
、
典
型
的
な
動
き
の
あ
っ
た
時
期
を
中

心
に
考
察
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
近
代
、
神
祇
を
崇
敬
す
る

人
々
に
と
っ
て
祭
政
一
致
の
実
現
の
た
め
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
た
の
は
神
祇
官
の
設
置
で
あ
っ
た
。
そ
の
設
置
を
目
指
す
運
動
の

な
か
で
は
、
神
社
行
政
の
統
一
と
八
神
殿
の
奉
斎
が
二
大
指
標
と
さ
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れ
て
い
た
。
八
神
殿
は
、
も
と
「
臣
下
」
の
側
か
ら
「
天
皇
守
護
」

の
た
め
に
奉
斎
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
文
脈
お
い
て
神
祇
官
設
置
に

伴
う
べ
き
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
は

つ
ね
に
セ
ッ
ト
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
明
治
末
年
か
ら

大
正
期
に
お
け
る
神
祇
官
立
官
運
動
の
焦
点
は
、
神
社
行
政
の
統
一

の
ほ
う
に
あ
り
、
八
神
殿
は
必
ず
し
も
主
題
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
二
年
に
全
国
神
職
会
は
神
社
制
度
調
査
委
員
会
を
設
置
し
て
祭

政
一
致
の
実
現
の
た
め
の
諸
課
題
に
つ
い
て
審
議
を
行
う
が
、
こ
の

な
か
で
八
神
殿
奉
斎
が
中
心
的
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
時

期
に
八
神
殿
奉
斎
を
主
張
し
た
者
に
今
泉
定
助
が
い
る
。
そ
の
論
の

内
容
や
影
響
関
係
に
つ
い
て
も
著
者
は
論
じ
て
い
る
。
政
府
は
昭
和

四
年
に
神
社
制
度
調
査
会
を
設
置
し
て
、
神
社
の
本
質
を
は
じ
め
、

宗
教
と
の
差
異
な
ど
「
神
社
対
宗
教
」
問
題
を
背
景
と
し
た
諸
課
題

に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
し
た
。
神
祇
に
関
す
る
特
別
官
衙
（
官
庁
）

の
設
置
が
審
議
さ
れ
る
が
、
他
方
で
全
国
神
職
会
に
お
い
て
も
検
討

が
続
け
ら
れ
、
八
神
殿
奉
斎
も
議
題
と
さ
れ
た
。
政
府
は
昭
和
一
五

年
に
神
祇
の
官
衙
と
し
て
神
祇
院
を
設
置
す
る
が
、
八
神
殿
奉
斎
は

実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
九
章
は
全
体
の
結
論
で
あ
る
。「
近
代
国
学
」
に
関
わ
る
諸
学

問
の
展
開
過
程
を
概
観
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
章
で
展
開
さ
れ
た
著

者
の
論
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
私
な
り
に
本
書
各
章
の
議
論
に
つ
い
て
内
容
紹
介
を
試
み

た
。
粗
雑
な
要
約
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
心
配
す
る
が
、
こ
の
紹
介

文
を
読
ん
で
何
ら
か
の
関
心
を
抱
い
た
方
に
は
、
ぜ
ひ
本
書
そ
の
も

の
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

後
世
の
私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
す
で
に
成
立
し
た
法
律
や
制
度

が
、
い
わ
ば
浮
島
の
よ
う
に
目
立
っ
て
認
識
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
前
提
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
や
準
備
作
業
が

海
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
。
著
者
は
、「
近
代
国
学
」
の
な
か
で

も
「
考
証
派
」
国
学
の
活
動
の
ひ
と
つ
の
中
心
を
、
こ
う
し
た
皇
室

制
度
や
神
社
に
関
す
る
法
制
整
備
の
一
環
と
し
て
の
考
証
に
見
定
め

て
い
る
。

　

思
想
や
学
問
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
き
に
、
あ
た
り
ま
え
と
見
な

さ
れ
な
が
ら
実
現
が
む
ず
か
し
い
の
は
、
そ
の
思
想
や
学
問
を
社
会

の
文
脈
の
な
か
に
的
確
に
位
置
づ
け
て
理
解
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
書
に
お
い
て
、
藤
田
氏
は
近
代
国
学
と
い
う
学
問
が
、
近
代
の
神

祇
を
と
り
ま
く
社
会
空
間
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
の
か
を
、
緻
密
な
考
証
と
と
も
に
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
随
所

で
一
次
史
料
を
掲
出
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
り
、
読
者
は
史
料

に
じ
か
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
の
論
じ
た
問
題
の
現
場
の

感
触
を
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
史
料
の
読
解
の
妥
当
性
を
検
証
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
、
私
は
本
書
で
論
じ
ら
れ
た
問
題
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
限
ら
れ
た
史
料
と
研
究
書
・
研
究
論
文
を
読

む
の
が
せ
い
ぜ
い
で
、
独
自
の
視
点
を
形
成
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
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な
い
。
そ
の
点
で
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
も
十
分
と
は
い
え
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
史
料
を
読
み
な
が
ら
、

こ
の
時
代
の
人
々
へ
の
関
心
が
具
体
的
に
自
分
の
な
か
に
沸
い
て
く

る
の
を
感
じ
た
。
こ
の
文
章
を
書
い
た
人
は
、
近
代
日
本
の
い
か
な

る
位
置
に
お
い
て
こ
れ
を
記
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
提
と
な
る
議
論

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
論
敵
は
誰
が
想
定

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
…
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
が
自
ら
の
う
ち
に

生
じ
て
く
る
。
そ
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
著
者
が
本
書
の
な
か
で
答

え
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
の
常
で
あ
る
が
、
読
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個

人
的
関
心
に
触
発
さ
れ
た
問
い
に
つ
い
て
は
開
か
れ
た
ま
ま
に
あ
る
。

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
読
み
終
わ
っ
た
あ
と
に
読
者
に
課
さ
れ
た
課

題
と
な
る
。
本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
発
見
の
愉
し
み
も
あ
る
研
究
書

で
あ
る
。
未
読
の
方
に
は
ぜ
ひ
ご
一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
。

　

･（
弘
文
堂
、
平
成
十
九
年
十
二
月
、
Ａ
5
判
、
五
二
〇
頁
、
本
体

六
八
〇
〇
円
）

（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）

遠
藤
潤
著

『
平
田
国
学
と
近
世
社
会
』中

川

和

明

　

本
書
は
、
気
鋭
の
宗
教
学
者
に
よ
る
平
田
国
学
研
究
の
大
著
で
あ

る
。
遠
藤
氏
は
一
〇
年
以
上
前
か
ら
平
田
国
学
関
係
の
論
考
を
雑
誌

や
論
文
集
に
公
表
し
て
い
る
が
、
本
書
は
氏
が
國
學
院
大
學
に
提
出

し
た
博
士
論
文
「
平
田
国
学
の
宗
教
社
会
史
的
研
究
」
を
も
と
に
、

増
補
・
訂
正
の
上
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
既
刊
の

論
考
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
書
き
下
ろ
し
（
序
章
・
終
章
）

も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
遠
藤
氏
の
こ
れ
ま
で
の
平
田
国
学
研
究
の
全
体
像
が
は
じ
め
て

読
者
の
前
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
平
田
国
学
と
近
世
社

会
』
と
い
う
書
名
に
は
、
平
田
国
学
を
社
会
的
な
広
が
り
に
お
い
て

と
ら
え
よ
う
と
す
る
著
者
の
狙
い
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
近
年
、
平
田
国
学
研
究
は
急
速
に
深
化
し
た
が
、
著
者

は
こ
の
新
潮
流
の
重
要
な
担
い
手
の
一
人
で
あ
る
。
氏
は
、
高
玉

文
書
（
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
）
の
翻
刻
に
た
ず
さ
わ
る
と
と
も
に
、

平
田
篤
胤
関
係
資
料
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）
の
調
査
の
際
に




